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〈概 要 〉

〈第3学 年 〉 児童一人一人 の 「問 い」を大切 に した授業を展開す ることによ って,児 童

が主体 的 に問題 を追究 して い くよ うにな った。児童の感性を揺 さぶ り,「 問 い」の追 究

へ と発展す る生物教材 として ヤ ゴや動物 園の動物 を取 り上 げた。 また,「 悶 い」を生み

出 し,追 究 し,表 現す る学習過程で,教 師の支援 と して共感す る ことなどが有効で あっ

た。

〈第4学 年 〉 子 どもが 自らの考えを深あてい くために,「 振 り返 り」に着 目 した。 「物

のあ たたま り方 」の単 元を通 して,「 モデル」を使 って 自分 の考えを明確 にす ることや

友達 との かかわ りを通 して 自分の考えを振 り返 ることがで きるよ うな指導 を工夫す る こ

とによ り,子 どもは予想や実験結果を振 り返 りなが ら,自 分 の考えを修正 し深 めて い く

ことが分 か った。

<第5学 年A>「 見通 し」を もって学習す る子 ど もに必要な能力や態度を育て るために

食塩 を水 に溶か して卵を浮 かせ る活動 を取 り入れ,話 し合 いなど友達 とのかかわ りを大

切 に した指導を追究 した。 その ことによ り,子 どもの学習 に対す る意欲や期待感が高ま

るとと もに,自 分の考え を明確 にす る力な どがっいてい くことが分 か った。

<第5学 年B>問 題解決 の活 動のそれぞれの過程 での情報交換 の意義 を検討 した。各場

面で児童の考 えを出 し合 い,学 習の共 通の 目的意識 をつ くりあげる ことによ り,意 見交

換が活発 に行 われ るよ うにな った。また,問 題解決 の様 々な過程 で、 自分 と異 な る考 え

の児童同士が意見交換 を行 うことで一人一人の見方 や考え方 が深 ま った。

〈第6学 年 〉 自分 な りの考えを もっ子 どもを育て るため に,「 意思決 定の能力 」の育成

に着 目 した。 問題解決 の学習の中で 「自分が,自 分で」 とい う意識を大切 に し,自 分 自

身で判断 し,実 験や観 察の場を設定す るこ とで,「 意思決定の能力 」が身 に付 き,自 分

か ら進んで活 動 し,自 分の考えを もち,深 めて い くよ うにな った。
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理科部会研究主題

自ら自然 に働 きかけ,主 体的 に問題 を解決す る力を育てる指導の工夫

1理 科部会研究主題

1共 通研究主題 との関連

本年度の小学校教 育研究員の共通研究主題 は,「 児童一人一人の よさや可能性を生か し,

生 きる力 をは ぐ くむ指導 の工夫」であ る。

これか らの世 の中 は,こ れ まで以上 に急激 な科学技術 の進歩や都市化の進展,社 会変化が

予測 されて い る。 こう した時代 をた くま しく生 き抜 くためには,学 校教育 にお いて,児 童一

人一人 の個性 を尊重 し,基 礎基本 を徹底す る とともに,児 童一人一人が その よさや可能性 を

発揮 し,自 ら考え主体的 に学んで い く能力,資 質 を身に付 けてい くことが重要で ある。

共通研究主 題 に示 され た生 きる力 は,「 自 ら課題 を見 っけ,自 ら考 え判断 し,行 動 し,主

体的 に問題を解決 して い く能力 や資質」や 「自 らを律 しつっ他人 と協調 し,他 人 を思いや る

心や感動す る心 」,「 た くま しく生 きるための健康や体力」な ど全人的な力 とされてい る。

理科教育 にお いて も,自 然事 象を対象 と した問題解決の能力の育成 や 自然にっいての感動や

畏敬の念 などを養 うことな ど生 きる力の育成を 目指 してい くことが大切であ る。

また,小 学校理科 の 目標 は,「 自然 に親 しみ,観 察,実 験 などを行い,問 題解決の能力 と

自然 を愛す る心情 を育て るとと もに自然の事物 ・現象 にっ いての理解を図 り,科 学的 な見方

や考え方 を養 う」 と示 されてい る。本研究で は,自 ら自然 に働 きか け主体的 に問題を解決す

る力 を育て ることを通 して,理 科の 目標の具体化 を図 ろ うとす る もので ある。

以上 の ことか ら,「 自 ら自然 に働 きか け,主 体的 に問題 を解決す る力 を育て る」 ことは,

共通研究主題 につ いて,理 科教育 の面か らその具体化 を図 る ことで あると考え る。

2研 究主題 の設 定

児童 は,本 来,自 分を取 り巻 く環境 に 自発 的にかかわろ うとす る意欲 や態度 を備えて いる。

四季 の 自然 に心を寄せ,自 然の事物 や現象 に驚 き,関 心 を もって,自 らの感性や知性 を働か

せて積極 的にかかわ る姿が児童本来 の姿で ある。 また,そ の動機 や知的探究心 を友達 や他者

と共有 し共 に学 ぶ喜 び ももって い る。 しか し,今 日の都市化 の進展,機 械 による便利 さの追

求,そ れ に伴 うライフスタイルの変化 な どによ って,身 の回 りの 自然 と触 れ合 うことも,共

にかかわ って学ぶ とい うことも減少の一途 をた どってい る。

これ まで に も,理 科教育 においては,実 験,観 察を重視 し,児 童 自身に よる問題解 決の過

程 を大切 にす ることが 叫ばれ,様 々な指導 改善の取 り組みがな されて きた。 しか し,児 童主

体 の問題解決 といいなが ら,い っの まにか教 師主導の問題解決 に陥 って しまうこともみ られ,

必ず しも児童の よさや可能性 を十分 に生か しきって いるとはいえない ところがあ った。

本研究で は,具 体 的な観察 や実験を通 して,自 然 との豊か なかかわ りを通 して学ぶ とい う

理 科の特性 につ いて改 めて認識 す るとともに,児 童 自 らが 自然 に働 きかけて い く活動を重視

し,一 人一人が主体的 に問題 を解決 してい くため に必要 とされ る能力や態度を育てて い くた

めの指導 の工夫 にっ いて追究す ることと した。

2



3研 究主題 の とらえ方

(1)自 ら自然 に働 きか けるということの重要性

理科 の学 習で は,児 童が直接,自 然の事物 ・現象 に働 きかけて学ぶ ことが大切で ある。 そ

の ことによ って,自 然 に親 しみを もっ ようにな り,自 然 に対す る感性 や疑問,知 的好奇心が

芽生 え,問 題 解決への意欲や主体的な活動を行 うようにな る。 その際,教 師の指示 に従 って

受 け身 で学 習す るので はな く,学 習 に対す る自己意識 を高め,自 発 的,能 動的 に活動す る こ

とが大切 であ る。すなわ ち,自 ら自然 に働 きかけて学 んでい くためには,自 然の事物現象 に

っいて,一 人 一人の もつ疑問や問題意識を大切 にす るとともに,生 起 した問題 について その

解決 に至 るまで繰 り返 して,自 然 に働 きか けるという行為が大切 であ る。 その ことは,単 に

一方 的に児童が 自然 に働 きか けるので はな く
,自 然 との双方的なかかわ りの中で,自 然か ら

学 び 自然を大切 に して いこ うとい う意欲や態度を育て ることにっなが る。

② 主体 的に問題 を解決す る力

理科学 習の主体 は児童 自身で ある。主体 的に とい うことは,人 ごとと してでな く自分 自身

の ことと して問題を受 け止あ,自 らの問題 にっ いて,自 らがその解 決方法 を考 え,自 らの工

夫 や思考 ・判 断 に基づ いて実験や観察を実行 し,問 題を解決 してい くとい うことで ある。 し

たが って,こ こで は,主 体的 に問題 を解決す る力を,児 童 自身 によ る問題の発見 や,見 いだ

した問題 について予想や仮説 を立て,実 験や観察を通 して 自分な りの解釈を行 う,と い う一

連 の中で発揮 され る力 と して広 くとらえて いる。 とりわ け,「 何のため に」問題 を追究 す る

のか とい う目的意識 と,ど の よ うに解決 して い くのか その見通 しを もっ ことは,児 童が主体

的に学 ぶ力を身 に付 けて い く上で重要で ある。主体的 に問題を解決す る力を養 うことで,理

科 の 目標であ る科学的 な見方 や考 え方 を深 めて い くことになる。

4研 究の内容 ・方法

研 究主題の具体化 を図 るたあに,理 科の共通研究主題の もとに,さ らに分科会 ごとに研究

主題 を設定 し,問 題を解決す るための能力 や態度 などにっ いて検討を加えた り,育 てたい児

童の姿 を明確 に した りして,授 業研究 を通 して研究主題の展開を図 った。

(1)総 括 的 にと らえ た育て たい児童像

第3学 年分科会 自 らの問 いを大切 に し,意 欲 的に問題 を追究す る子 ど も

第4学 年分科会 学んだ ことを振 り返 りなが ら,自 らの考えを深めて い く子 ども

第5学 年A分 科会 見通 しを もって意欲 的に取 り組む子 ど も

第5学 年B分 科会 主体的 に人 とかかわ り自分 の見方や考えをつ くりあげてい く子 ど も

第6学 年分科会 自分 な りの考 えを もて る子 ど も

(2)主 な手 だて

児童 は,生 活経験 に基づ いて,一 人一人が枠組みを もって 自然を解釈 してい ると考え られ

てい る。 したが って,児 童の実態 を十分 に把握 した うえで,児 童 自 らが主体的に問題 を解決

してい くことがで きるよ う支援 を工夫 して い くことが必要であ る。また,児 童の意欲 を起 こ

し知 的好奇心 を ゆさぶ る教材の吟味,選 択,さ らに事象 との 出会いや活動内容,方 法,学 習

活動 の場 の工 夫,情 報活用,発 信 などの活動の場の設定 などに着 目 した。
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研究の全体構想

教育研究A共 通研究主題

豊童一人一人のよさや可雀監を生:i
Ilし
、生きる柵 ぐく聰 賑

＼_子 どもの実態 ＼ ＼一理科の今日的課題 ＼

・情報 ・知識 が豊 富 ・子 ども中心の教育

・実験 ・観察が好 き
・実践力の不足

・学習の主体性の不足 ∩
・科学的な見方や考 え方の

育成
・学ぶ意欲、学び方の獲得

・人間関係の希薄化 ・自然愛護、生命尊重

友 達 ・

第6学 分科会
r慰思決定」

・見守 り、助言 し、促す支援
・学習過程の工夫

.i目

自ら自然に働きかけ、主体的に問題を解決する力を育てる指導の工夫

第4学 年分科会
「振り返り」

・モデル化

第5学年B分 科会

又 」r欝 決の過程の工夫
・共通の目的意識を取 り入

れた指導の工夫

＼ 、

肩指す子どもの婆
・生命を尊び、生き物を大切に育てる子 ども(3年)

・事象、事実をありのままに観察する子 ども(3年 、4年)

・予想や結果を比較 しながら考える子 ども(4年)

・事実 と事実を関係付けて考える子ども(5年A)

・自分の気持ちや考えを適切に表現する子ども(5年A、6年)

・進んで情報を活用する子ども(5年B)

・分析的、総合的に判断する子ども(6年)

各学年の 「キーワー ド」

と具体的な手だて
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II研 究 内容

巨]第3学 年分科会

自らの問いを大切 に し,意 欲的に問題 を追 究する子 ど もを育 てる指導 の工夫

1研 究主題 につ いて

これ まで,子 ど も主体 の問題 解決 の重要性 が叫ばれて きたが,問 題や学習課題が必ず しも

子 どもの もの とな りきれ なか った り,い っの間にか教 師主導 の問題解決 にな って いた りす る

ことがみ られ た。本分科会で は,子 どもの内面か ら生 まれ た問題 を追究 す ることが大切だ と

い う考え方 に立 ち,そ の原動力 とな る一人一 人が もつ 「問 い」に着 目 した。

「問 い」とは,子 どもが あ る事 象 ・教材 に触れた ときに生ず る素朴 な疑問や思 いが,「 追

究 したい(ど うして かな,知 りたい,調 べて みたい)」 とい う意欲 と結 びついた ときに生 ま

れ る。 それ は,自 分 と教材 とのかかわ りの中で 自分 の内か ら生起 した もので あ り,教 師が与

えた もので はない。

「問 い」になる過程 と して,思 いを出 し合 い交流す る,問 いを生み 出 し練 り上 げる とい う

視点を挙 げ,教 材 ・子 ども ・教 師の支援 について追究 した。

2研 究実践

(1}「 問 い」 を中心 と した学習の過程

教材 との 出会 いか ら思 いが出て,r問 い」を生み出 し,そ の 「問い」を追究 し表現 した り,

新た な 「問 い」を生 み出 した り して,ね らいに近 付いてい くとい う学習過程 を考え た。

新 た な 問い
表 現 ・事 実

教 師 ・子 ども)

問い(生 み出 し、練 り
上 げ、追 究す る)

表 現

丁
問いの追究

例 トンボの貯 緻 灘編

新たな問い

会 い 一思 い 一問 いの追 究 一表 現

② 教 材の要件 と問 いの発展

ア 思いを生み 出す動物教材 と して,以 下の ように要件をま とめた。

(教 材

r

支援(教 師)

《動物 教材 の要件 》 ・

① 「ね らい 」が具 体化(子 どもが発 見 しやす

い)し て い る もの

*生 死 にかかわるので配慮が必要 である

レ

主体的な問題解決(子 ども)

1

②感性 を揺 さぶ る もの(お も しろい 、楽 しい 、

美 しい、珍 しい 、動 く、ダイ ナ ミック、意 外

性 、変 化す る、 体感 で き る)

③ 日常知 とのずれ が あ る もの

④繰 り返 し観 察で きる もの

⑤飼 育 しやす い もの

⑥ かか わ りが深 ま る もの
ノ:凝
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イ ヤ ゴの学習 にお ける,思 いが問 いに発展す る過程 を次の ようにまとめた。

一 人一 人 ≒ 思 い ① 問い(初 めか ら問 いに な る)
、

、

の感性 ・、 例)・ ず っ と水 の 中にいて 息 を しな いの か
、

' ・ど うや っ て 速 く泳 げ る の か
も

小'・ ② 問い(思 いが 問い に発展 す る)
、

、

支 援'・ 例)・ お し りが ふ く らん で お も しろ い ・平 泳 ぎみ た い
、
、

(個 別 の対話 を 大 噌③ 問 い(思 いが 問 いの 土台 とな る)

じっ く り行 う)例)・ か わいい ・宇宙 人 みた い

⑧ 学習過程 に応 じた支援

子 ど もが主体 的に 「問い」を追究 してい くための教 師の支援 を次 のよ うにま とめた。

①共感 ・見守 る ・共 に味 わ う ② 問い と事実 の間の探究 を大切 にす る

③比較(見 てみ る,試 してみ る)の 大 切 さを促す ④観察 や考 え方 の視点 を明確 にす る

ノ
思い

(教師の支援)繍 纒 慧憐 灘 魎)
小 化 と ら え た'切 な 言 か け ・対 言 瓢

の発 を全体に返す

㈲ 実践事 例

ア 「身の回 りの昆虫を育て よ う(ヤ ゴ)」(全8時 間扱 い)

① 全体の問 いの発展 と支援

ヤゴの捕食 ・呼吸 にっいての児童 の観察や学 習な どを整理 す ると,次 のよ うにな る。

〈
思

い

〉

〈
問

い

が

生

ま

れ

る

・お い しそ うに赤 虫を食 べている

・口が横 に広 がる

・あごがの びてつか まえる

【呼 吸 】
・お し りがふ くらんでお もしろい

・ず っと水の 中にいて息 を しないのか

(枠 組み をつ くり、児童の意見 を整理する支援)

捕 食 ・呼吸 ・泳ぎ方 ・成長

〈捕食に視点を当てて観察〉

(いろいろな角度から見るように促す支援)

〈呼吸に視点を当てて観察)

(腹の動きに注目するように促す支援)

〈
練

り

上

げ

る

〉

・足の他 に手の よ うな透 明な ものでつかむ

・さっとす ぐに 口の中に赤虫 を入れて しま う

・下か ら見る とあ ごがたたんで ある

・割 りば しを えさと間違 えて食いっいた

〈
追

究

す

る

〉

・お腹の 中で何か動いて いる

・お しりの 穴がパ クパ ク動 いていた

・お し りの近 くの ゴ ミが くっっ いた

・水か ら出 した ら腹が動 かない

・お しりか ら水 が飛 び出 した

(下顎が飛び出す瞬間や脱皮の抜け殻の観察を促す支援) (呼吸の説明のある書物や水の中で生きている

生き物(金 魚など)を 提示する)

〈考 えを発表 し合 う〉

折 り畳 み式 の下顎 をまば たきの速 さで

のば し、生 てい る赤 虫を捕 まえる

ヤ ゴはお しりか ら水 を出 し入れ しなが ら息

をし、 トンボにな る時に息の仕方 が"わ る
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② 個人の問 いの発展 と支援

問いを追究す る中で,詳 しく観察を続 けて新 たな発見か ら結論 を導 き出 したK児,自 らの

観察 と情報交換か ら泳 ぎ方 と水鉄砲の関係を結 びつけてい ったU児,そ して,他 の児童か ら

の情 報や詳 しい観 察か ら結 論を整理 したS児 の問いの追究 の流れを次の図 に示 した。

(
思

い
〉

〈
問

い

が

生

ま

れ

る

〉

〈
練

り

上

げ

る

〉

〈
追

究

す

る

〉

児K

てい動がぽ

をル一ロク

る

つ

る

で

て

し

い

足

し

u児
・何 も して い な

い の に 足 を パ

タパ タ して い

ろ

・ヤ ゴ が 水 をか けた

・お 尻 か らあ わ が 出 て

い る
・キュ舜 ユッと音 をた て て

泳 ぐ
・お し り に穴 が あ る

・水 鉄 砲 み た い な もの

をお し りか ら 出 した

s児

・ヤ ゴ は 足 が 速

い の で つ か ま

え に くい

*み んなの言っていることは少 しずつ違 うね(比較を促す支)

本 当 は ど う や っ て 泳 い で い る の だ ろ う

〈泳ぎ方に視点を当てて観察〉

・背 泳 ぎ を して

い る

・ヤゴかきをして

いるみたい
・背中の羽で泳 い

でるのかも

・6本 全部の足をいっせいに

動かして泳いでいる
・足でけっているんじゃない

かな

x← 新 た な 発 見

・水 鉄 砲 で ロ ケ ッ ト

ダ ッシ ュ して後 ろ

足 は バ ラ ン ス

　　*お 尻で蹴るってどんな風に?(詳 しい観察を促す支援)
・泳 ぐときにキュ舜・ッ

と音が出ている

*泳 ぎ方との関係はどう?

(新たな視点を見っける支援)

③ 表現(作 品)下 図の左 は,ヤ ゴの飼育 にっいての記録で ある。え さを食べな くな った

ヤ ゴにっいての疑問 と自分な りの解釈がよ く表れている。 また,右 の図 は トンボの羽化 につ

いての記録 であ る。友達 とのや りとりを通 して,ヤ ゴの体 の部分 にこだわ って観 察 している

様子 が読 み取 れ る。

マρゆil灘霊郷 粥一 福

な1汁編 糖漉競驚
し納 ヲ は腫 ・・詮.て ・師 唄 、

■ビリノく)リして㌧、ま し1とσ ∠ん

欝鍵載鷺 鶏鵡影
鮒 ℃『馳フ爪Lソ 収L弘 れ の で 覚れ な 々1,

≠こび。4
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イ 「人の体」(概 要)

「人の体」の学習で,動 物園の動物 を教材 と して活用す る ことも効果的で ある。以下 に観察

カー ドの例 と観察の ポイ ン トについて示す。

絵 よ く見 て か こ う

① 目を か く。 ② 耳 を か く。

絵 よ く見 て か こ う

① 目 を か く。 ②耳 を か く。

《とら》の 目は前方 に付いていて,立 体視の範

囲が広 く,自 分 と相手 との距離を正確 に知 ること

がで きる。 また,耳 も前後左右 に動かす ことがで

きるので,周 りの気配を素早 く察知 す ることがで

きる。 そのため相手をっか まえやすい。 この こと

か ら,目 の位置 ・耳の位置や動か し方 に焦点を当

てて観 察 させ,肉 食動物が捕 食す るための 目や耳

の特徴を備 えて い ることに気付 くよ うにす る。

《しまうま》 の 目は両脇 にあ り,広 範囲の視野

を もってい る。また,耳 の形 も細長 く前後左右 に

動かす ことがで きるので,遠 くにいる敵で もいち

はや く発見 し,逃 げ ることが で きる。 この ことか

ら目の位置 ・耳の位置や動 か し方 に焦点 を当てて

観察 させ,草 食動物が肉食動物 か ら身 を守 るため

の 目や耳 の特徴を備えてい ることに気付 くよ うに

す る。

子 ど もた ち に は,絵 に 目 と耳 を よ く見 て 描 くこ

とに よ り,目 の位 置 ・耳 の 位 置 や 動 か し方 が 《と

ら》 と 《しま うま》 で は異 な る こ とを 発 見 し,そ

の違 い はな ぜ なの か とい う問 いを 追 究 して い くよ

う にす る。

3ま とめ と今後 の課題

ア ー人一人 の子 どもの 「問い」を大切 に して学習を進め ると,問 題 を追究 して い く意欲 ・

態度が持続す るよ うにな り,意 欲 的に学習 に取 り組む ようにな った。

イ 問 いを生 み出す動 物教材 と して,子 どもの感性 を揺 さぶ り成長の変化の著 しい ものや観

察 しやす く子 どもとのかかわ りが深 ま るものなどが適 して いる ことが分か った。

ウ 子 どもの 「問い」を大切 にす る授 業における支援で は,一 人一人の対象 に寄せ る思 いに

共感 した り,観 察 の際に視点を明確に した りす る助言 などが大切で ある。

エ ー つの問いが生起 し,そ の問いの解決 が次へ の問いや活動へ と発展 して い く学習過 程 に

おけ る教 師の支援,働 きかけについて,さ らに追究 してい く。
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m第4学 年分科会

子 どもが学 んだ ことを振 り返 りなが ら,自 らの考えを深 めてい く指導 の工夫

1研 究主題 につ いて

(1}主 題設 定の理 由

第4学 年 分科会(以 下,4年 分科会)で は,理 科部研究主題 「自 ら自然 に働 きか け,主 体

的に問題 を解決す る力を育て る指導 の工夫 」の 「主体 的に問題 を解決す る力 」に着 目 し,子

どもが 自らの経験や知識 などを振 り返 る ことで,主 体 的に問題 を解決す る力 を育て る ことが

で きるのでは ないか と考え た。

子 ど もは,新 しい事 象 に出会 った とき,今 までの経験 や知識 でその事象 を説 明 しよ うと

す る。 その とき,子 ど もは自 らの経験や知識 な どを振 り返 って いる と考え られ る。 そ して,

「なぜだろ う」 「ど うしてだ ろ う」 とい う疑 問が,子 ど もに とっての問題 となると,経 験や

知識 な どを もとに 「こ うしてみ よ うJrき っとこうなるだろ う」 と自分 自身で考え,実 験や

観察 に取 り組んで い くと考え られ る。 さ らに,問 題解決 の一っ一っの過程で手 ごたえを感 じ,

自分 の問題 に対 して最終的 に 「分か った!」 と言え るよ うになると考え る。

このよ うな過程を通 して,子 ど もは自 らの考えを よ り科学的 な考え方 に深めて いき,主 体

的に問題 を解決す る力を身 に付 ける ことがで きる と考 えた。

研究の概略(主な振り返りと子どもの思考の深まり)

② 「振 り返 り」 につ いて

子 どもが学んだ ことを振 り返 りなが ら,自 分 自

身で問題解決 に取 り組む ことを通 して,2っ の側

面か ら成果 が期 待で きる。一っ は,「 自己確立」

の面 か らであ る。 もう一っ は,「 他者 との協調 」

の面 か らであ る。 自分の経験や思考を振 り返 るこ

とで,子 どもが 自分への理解を確かな もの にで き

る。(自 己確立)ま た,振 り返 ったことを相互 に

交流す ることを通 して,友 達の考え を大切 に し,

自分 の考 え との違 いや友達の考えの よさに気付 く

ことが で きると考えた。(他 者の存在の意識 ・他

者 との協調)

子 ど もの 「振 り返 り」 は,学 習の様 々な場面で

見 られ る。 しか し,こ れ まで,振 り返 る場面の設

爾 一

講
定や,振 り返 った ことを表現す る方法の工夫が少なか った ことを反省 と してあげ ることがで

きる。 そ こで,4年 分科会で は,子 ど もが 「振 り返 る」場面の設定 と,振 り返 りの手 だて と

して 「モデル化」の2っ に焦点を 当て研究 に取 り組んで きた。

子 ど もが 自分 自身 につ いて振 り返 る場面 に は,次 の よ うな ものがあ る と考 え,「 振 り返

り」を中心 と した指 導計画を考え た。
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① 導 入 にお ける知識 の想起(「 経 験」の振 り返 り)

② 効果的 な教材提 示によ る知的好奇 心の喚起(「 思考」の振 り返 り)

③ 観察 ・実験結 果の予想(「 経験」の振 り返 り)

④ 予想 の確 かめ(「 事実」の振 り返 り)

⑤ 法則の応用場面(「 思考 」の振 り返 り)

⑥ モデル化(「 事実 」 「経験 」 「思考 」の振 り返 り)

一 っ一っの場面で,子 ど もが 「何 を振 り返 ってい るか」は,子 どもによ って も,ま た場面

によ って も異 なるが,大 きく 「事 実」「経験」 「思考」の3っ に分け ることがで きると考えた。

子 どもは,こ の3つ を場面 に応 じて振 り返 りなが ら,問 題解決 に取 り組んで い くとと らえ た。

子 ど もが経験 や知識 な どを振 り返 るよ うにす る手 だて として は,様 々な ものが考え られ る。

4年 分科会 では,子 どもが知識や経験 など,振 り返 った ことを表現で き,表 現 した ものを学

級 内で相互 に見合 うことがで きる もの と して,「 モデル」作 り(モ デル化)を 指導計画 に位

置付け,授 業実践を行 って きた。 ここでい う 「モデル化」 とは,自 然事 象に対す る自分の見

方や考え方 を図 や言葉 で表す ことと考え た。

2研 究実践

以下,「 物 のあたた まり方 」の授業研究 を通 した振 り返 りとモデル化 にっ いて述べ る。

(1)学 習活動 の概略(全11時 間)

第1次 金属のあたたまり方(3)

第
2
次

水
の
あ
た
た
ま
り
方

(
5
)

水の中のグミキ ンディはどこからとけるかな?

水はどのようにあたたまるかな

Oあ たたまり方を図などで表してみよう

0実 験して確かめよう

も
水は、あたためられた部分力脇 動

して全体があたたまる。

第3次 空気のあたたまり方(3)

② 「モデル」 につ いて

単 元 「もの のあ たた ま り方 」の学習活 動で は,学 習過程 の中 に,(1)経 験 や知識 に基 づ く

予想 と しての モデル と,② 実 験結果の解釈 ・まとめと しての モデル とい う2っ の モデルで考

えを表す活動を設定 した。 この よ うなモデル化の活動を通 して,子 ど もは,様 々なか たちで

「事実 」 「経験 」 「思考」を振 り返 って いた。子 ど もが予想 のモデル とま とあのモデルによ

り,何 を振 り返 っていたかを ま とめる と次 の表 のよ うになる。

一10一



モデル化 振 り返 り

予想 と してのモ デルを作 る →

ま とめ と してのモデルを作 る →

予想 のモデル と

ま とめのモデルを比べ る →

知識 ・経験を振 り返 る

事実を振 り返 りとらえなお す

自分の考えの変容に気付 く

(経験)

(事 実)

(思 考)

子 ど もは,自 らの 考 え を 「モ デル 」 と して 表 す こ とで,知 識 や経 験 な どを振 り返 り,自 分

自身 の予 想 を確 か な もの に して い った。 また,「 モ デル 」 によ る情 報 交 換 を行 う こ とで,自

分 の考 え を 「モ デ ル 」 を 使 って 友 達 に説 明 し,活 発 に意 見 が 交 わ され た。

(3)授 業 か ら分 か った こ と

ア モデル化 によ り自分の考えを しっか り もっ ことがで きた

自分 の考 えや 自分の意思を もち事象を観察 した り,実 験 に取 り組ん だ りするためには,最

初 の 自分 の考 えや予想を しっか りと表現 してお くことが必要であ ると考え,図 や文章 を使 っ

た予想 のモデルを作 る時間を確保 した。

S児 は,「 金属のあたた まり方 」で予想の モデルを描 きなが ら,「 お料理す る とき,フ ラ

イパ ンは,周 りか ら熱 くなるか ら銅板 も周 りか ら熱 くな ると思 う」 と説明 していた。 しか し,

実 験をす ると結 果が違 って いたため,な か なか納得で きず,熱 源の位置を変え,積 極 的に何

度 も実験を繰 り返 し,「 温 めた ところか ら順 に温 まるんだ」 と自分の考えを変えてい った。

T児 は,「 水の あたたま り方 」の一 回目の実験結果 を もとに自分の考えを まとめて いると

き 「温め られた水が上の方 に行 ってか らの水 の動 きが ど うして も分か らない。 もう一度実験

したい」 と言いだ した。二回 目の実験 中,自 分 の疑問 に対 し,「 こっちの方か ら見 ると回 っ

て い るよ うに見え るよ」など と,友 達 に しきりに声 をか けて いた。

N児 は,「 水の あたたま り方 」の予想 をモデル化す る ときに 「温あ られ た水 は,温 めてい

るところか ら二手 に分かれて上 の方へ行 きその後上 の方で 回る」 とい う考えを もった。友達

の意見を聞 いて いる とき,「違 うな」 「それ は逆 だ」「少 し似てい るなjrそ ういうこと もあ る

のか」な どとっぶ やいて いた。 グループ内の意見交換で もモデルを見 なが ら話 し合い 「困 っ

た,こ の先の温 ま り方が わか らない」 「ぼ くは,き っと横 に行 くん じゃないか と思 うよ」な

ど具体的 な意見 を交 わ していた。

この よ うに,子 ど もたち に とって,自 分の 予想 をモデルで表 す とい うこ とは,あ いまい

だ った考え を自分 自身で確認 しなが らまとあて い くのに役 立 った。 その過程で疑問が は っき

り して,そ の疑問 を追究 してい く様子 も見 ることがで きた。 この ことは,「 知 りたい」 「分

か りたい」 とい う意欲 を呼び起 こす ことに もっなが ってい った。 また,実 験 の結果 と自分の

予想の モデルを比 べ る活動 を通 して,予 想を振 り返 りなが ら,自 分 の考 えを修正 して い くこ

と もで きた。

4年 生 に とって 自分 の考えを友達 に伝え,理 解 して もらうことは,難 しい ことで ある。 し

か し,モ デルを使 うことで考えを伝えやす くな り,発 表 をスムーズに行 うことがで きた。聞
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き手 に とって も聞 きやす く,分 か りやす くな り,友 達の意見を 自分の考 え と比較 しなが ら聞

くこともで きた。

予想の モデルを計画 的に取 り入れ ることによ り,教 師 にとって も一人 一人 の考 えや考 えの

変容を と らえ やす くな り,適 切な支援 がで きた。

イ モデル化 を繰 り返 す ことによ り,子 ど もの考えがよ り科学的な ものへ と深 ま ってい っ

た

子 ど もに とって事象 をモデル化 しやすい こと,実 験を子 どもの発想で立 て られ ることとい

う視点か ら 「金属→ 水→ 空気」 とい う活動の流れを考え た。学習の流れ も 「予想モデル→実

験→ ま とめモデル」 とい う活動を繰 り返す よ うに した。

F児 は,金 属の温 ま り方 を調べて いると きは熱 に対 しての関心が低 く,た だ円形 に熱が伝

わ ってい くのを見て驚 いて いたが,水 ・空気 と学習が進む につれて意欲がでて きて考え方 も

深 まってい った。特 に 「空気の あたたま り方 」で は,予 想の段階か ら 「ス トーブをっ けると

上の方が熱 くなるか ら,空 気は水 と同 じよ うに動 きなが ら上の方か ら温 まると思 う」 と自分

な りの根拠を もって予想が立 て られ るよ うにな って い った。実験後 の話 し合 いで は,熱 気球

を例 にあげ 「空 気は温 め られ ると軽 くな るのだ と思 う。だか ら上へ あが るんだ 」 と考え られ

るよ うにな って い った。

金 属 オ く

(予 (まとめのモデル)畠 (予 想 のモデル)(ま とめのモ デル)

この ことか ら,繰 り返 しモデルを使 って考えを表 して い くことで,根 拠を明 らか に して,

予 想を立 てて い く力 や実験 の結果 を普段 の生活 に当て はめて考 えて い く力が育っ ことが分

か って きた。

また,「 金属」で板状の ものを用 いた事象 か ら 「水 ・空気 」 とい う立体的 な事象へ とい う

観察 ・実験の流れ は,子 ど もの思考 の流れ に も沿 い,子 ど もが 自分の考 えを築 いて い くのに

有効であ ると考え られ る。

3成 果 と課 題

ア モデルを使 って 自分 の考 えを表 した り,友 達 と情報交換 を した りす ることは,子 どもの

考え をよ り科学 的な ものに してい くのに有効であ るとい うことが分 か った。

イ ー人一人の子 どもの考 えの深ま りを どのよ うに とらえ,分 析 してい った らよいか,さ ら

に研究 して い く必要が ある。
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團 第5学 年A分 科会

子 ど もが見通 しを もって観察や実験 に意欲的 に取 り組む指導の工夫

1研 究主題 につ いて

(1)主 題設 定の理 由

理科部研 究主題 は,「 自 ら自然 に働 きか け,主 体的 に悶題を解決す る力」の育成であ る。

この主題 を受け,第5学 年A分 科会で は,「 主体的 に問題 を解決す るJ児 童の姿 に着 目 した。

主体 的 に活動す る子 ど もの姿 は,自 分が 「何 を」 「どの よ うに考え」 「どの ような方法で」

追究 してい くかが分か り,ど うな るか とい うことが意識で きる ことで ある。 この ような思考

の過程をr見 通 し』 ととらえ,分 科会主題 を

「子 どもが見通 しをも って観察 や実験 に意欲的に取 り組 む指導 の工夫 」

と設定 した。

(2)「 見通 し」について

＼ ・ σ ・い 「能 ナ〕」

輕 。擁 麟 づける力

爾 の考えを・睡 にする力

喚麟 し

睡 い騒/

糟 居動'・対す
。

鵜 簿 鵜

・冨畿 … だ・

どの ように琳

～詳 論 ・… くやつて泄

、の よ う だ
.

～な の か な7

ど。Pに 継

子 ど もが見通 しを もって

学習活動 に取 り組むために

は,事 実 と事実を関係付け

た り意味付 けた りす る能力

や 自分 の考え を明確 にす る

能力 が必要で ある。 また,

主体 的に学習 に取 り組むた

めの意欲,自 分の考えや判

断 に対す る自信,問 題解決

への期待感 とい った前 向き

な態度が必要 であ る。

これ らの能力,態 度を育

て ることで,子 どもは見通

しを もち,自 分の進むべ き

方 向(次 の活動)が 見えて

くる。 そ して,見 通 しを も

って活動す るこ とで,得 ら

れた結果 や自分 の学習 につ

いて,よ り深 く反省す る こ

とがで きると考えた。
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2研 究実践 単元 「ものの とけ方 」を通 して

(1)授 業 分 析

単元の流れ

第一次

水と食塩水に卵を

入れる

第二次

水 と食塩水,

目は同 じ

食塩水には卵が浮き 物が水に溶

水には卵は沈む けると,透

明な液体に

なる

食塩水は水より重い

他の物ではど

うか

物が水に溶ける量

は,水 の温度によ

ってちが う

溶けた物は取り

出せる

単元の解説

物は水に溶かしてもその

重さは変わらない

物によって溶け方がちが

↓

物が水に溶ける量

には限度がある

結晶作り

不思議な水作り

いろいろな物を

浮かせよう

◇

本単元では,特 に第一次に重点を置いて指導の工夫を追究

して きた。子 どもは 「卵が浮 く食塩水を作る」操作活動のな

かで 自然事象に繰 り返 し働きかけた。そ して,操 作活動を通

しての思いや気付 き,感 想を もとに話 し合い,「 学習情報掲

示板」などを活用 して問題を練 り上げた。その後,練 り上げ

られた様々な問題の追究を通 して,「 ものを水に溶かして も

その重さは変わらない」 ことをとらえることができた。

具体的な手だて

繰り返しの操作活動を取り入れる

卵が 「水には浮かないが,食 塩水には浮 く」

とい う事象か ら,子 どもは食塩を水に溶かす活

動を繰 り返 し行 った。

学習カー ドか ら

1回 目に自分でやってみたら,浮 かないで沈

んだ。塩 をかなりたくさん入れな くちゃいけ

ないみたいだ。何 回やってみて も浮かない。

6回 目でやっと浮いた。水が透明にな らない

とだめ らしい。

卵 を浮かせることを目的として,夢 中になっ

て食塩を溶かす活動に繰 り返 し取 り組んでいた

ことが学習 カー ドの中から読み取れ る。

さらに繰 り返 しの操作活動により,食 塩水そ

のものに 目を向けられるよ うになった。以下 は,

事 実をとらえたり,関 係付けた り,意 味付けた

りしている子 どもの様子がわか る学習カー ドの

記述である。

学習カー ドか ら

・1杯 目～6杯 目まで全然浮かず ,ち うとも

動かなかったが,7杯 目か らだんだんふわ

一ん と浮かび出 して,8杯 目で完全 に浮い

た。卵が食塩水で浮 くには,塩 の量が関係

していることがわか った。

・水は最初400と 半分だ ったが,食 塩 を入

れ ると水は増えた。

・食塩水を作 るとき,初 めはにごっていたけ

どだんだん透明になった。

・食塩 は少 しずつゆっくり溶けている。

@教 材の選択 ・吟味 ・開発

事象提示 によ り子 どもが抱いた意欲や期待感

は,具 体的な操作活動によって,さ らに高めら

れた ことが読みとれる。
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「 見 通 し 」

i

令
実と事実を関係付ける力

とらえる関係付ける意味付ける

先

行

経

験

自分の考えを整理,

明確化するカ

整理

自分の考え

明確化

意 欲 自 信

具体的な手だて

学習情報掲示板

卵が浮 く食塩水を作る操作活動を通 して,子

どもがとらえた事実をもとに考えた ことを小集

団で話 し合い,掲 示板にまとめた。

選

択

情

報

収

集

学習情報掲示板
・人によって卵が浮 くまでに溶か した食塩の

杯数がちが うのは,い ろいろな条件がちが

うか らだと思 う。

・食塩 をた くさん溶かすと卵が浮 くのは,食

塩の性質が強 くなるか らだと思 う。

・卵が食塩水 に浮 くのは,食 塩水が重いか ら

らだ と思 う。

↓

掲示板を もとに練 り上げられた問題

・ 「卵が浮 くようになるには,ど の ぐらいの

食塩を溶かせばよいのか,条 件を整えて調

べてみよ う。」

・ 「食塩以外の物を溶か しても卵が浮 くのか

調べてみよう。」

・ 「水に食塩を溶か した ら,重 さはどうなる

のか調べてみよう。」

このように子どもたちは,掲 示板に表された

それぞれの考えをもとに話 し合いを展開 し,自

分の考えを明確に してい くことがで きた。そし

て,話 し合いを通 してこれか ら追究 してい くべ

きことが明 らかになってい くなかで,子 どもた

ちは自ら主体的に問題を練 り上 げていくことが

で きた。

具体的な手だて

学習カー ドから

《教師の演示を見て》

繋

・不思議だな。

・お もしろいな。

・どうして浮 くんだろう?

・塩は不思議な力を もって

いるのかな?

・海に卵を入れると浮 くか

な?

《自分でやってみて》

,.一.

獅
、覧9

・浮いたときうれ しかった。

・またや りたい。

・他の物 も浮 くのか調べたい。

・卵は食塩水より軽いのかな?

・食塩水は水より重いのかな?

・さとう水で も浮 くのかな?

・卵が浮 くのは,溶 かす塩の量 と

関係がありそうだ。

・なぜ卵が浮 くのか知 りたい。
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② 実 践事例 個 と集 団 とのかか わ り 〔話 し合 い〕 の重要性

子 どもの学習 に対す る 「意欲 ・自信 ・期待 感1を 高めなが ら、 「事実 と事実 を関係付 け る

力」や 「自分の考え を整理、 明確 化す る力 」を育ててい くためには、個 と集団 とが十分 にか

かわ り合 う学習が大切 であ ると考 え、特 に子 ども同士の 「話 し合い」を十分 に取 り入れ た指

導の工夫を追究 して きた。 次の表は、 「ものの とけ方」の単 元 において、 「食塩 を何杯溶 か

した食塩水 を作れ ば卵は浮 くのだろ う」 とい う問題を解決す るために、条 件を整 え る話 し合

いを した場面の記録 であ る。

発言者

1

9
白
り
0
4

賀
U

C

C

C

C

C

C6

4

◎
0

7
蓄

C

C

C

C8

C全

発 言 内 容

それで は、水 の量を どれ ぐらいに した らよいか意見を言 って くだ さい。

3aacc。

`ま1くdま400CCo

わた しは350cc。

わた しは350ccで もいいけ ど、 ビーカーの大 きさ も一緒 に しなけれ ばいけ

ない と思い ます。

ビー カーは30◎Ccと5G4ccが あ るんです よね。水を4aOcc入 れ る

んだ った ら300ccの ビーカーは使えないので、水 は300ccが いい。

考えを変え ま した。

(自分が持 って きた)ビ ーカーを見て、水は300ccに 変え ま した。
50dccの ビーカーを持 って きたが、水が300ccだ と見えに くくな りま

す。 ど うした らいいか教えて くだ さい。
250ccの2倍 が500ccな ので、塩 を2倍 にすれ ばみんな と一緒 の実 験

になる と思 う。

さすが 一。

本授業 の学級で は、 このよ うに、司会、記録な ど自分た ちで決め、練 り上 げた問題 を解決

す るための話 し合 いが活 発に行われ、その後、一人一人 自 らが器具や材料 を準備 し、自信 を

もって主体 的に実 験を始め ることがで きた。 この よ うに、 日ごろか ら、 どのよ うな小 さな問

題 にっいて も自分の、 自分 たちの問題 と して取 り上 げ、話 し合 いを通 して解決す る力を養 っ

てい くことが、見通 しを もって意欲 的に学習 に取 り組 む資質や能力 を育て る上で大切で ある。

3研 究のま とめ

見通 しを もって学習す る子 ど もを支 え る 「能力 」や 「態度 」を育て る指導の追究を通 して、

以 下の ことが明 らか になった。

ア 子 ど もが 自然事象の 申か ら事実 を とらえ、それ らを関係付 けた り、意味付 けた りで きる

よ うにす るため、繰 り返 し自然 事象に働 きかけ る時間を十分 に保障 し、 自分 自身の気付 き

や思 いを表 出す る活動 を取 り入れ ることが大切であ る。

イ 子 ど もが 自分の考 えを整理 し明確な もの に してい くため、友達 とのかかわ りを通 して多

くの見方 や考 え方 に触 れ させ なが ら、 自分の考えを見つめ直す姿勢を導 き出す ことが大切

で ある。

ウ 子 どもが意欲や 自信、期待感 を もって学習 に取 り組 むためには、子 ど もの興味、関心 に

沿 ってい るとと もに、様 々な思 いを引き出す ことがで きる教材の選択、吟味、開発が大切

であ る。 課題 と して は、子 ど もに とって意義の ある話 し合 いの場の設定や教師の支援の在

り方 、 さらに、子 ど もの実態 に沿 い、 かつ単元 に応 じた教材の選択 ・吟味 ・開発 を行 って

い くことがあげ られ る。
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囚 第5学 年B分 科会

主体 的に人 とかかわ り,自 分の見方や考え方 を新 たにつ くりあげてい く力 を育 て

る指導 の工夫

1研 究主題 について

q}研 究主題設 定の理 由

理科部会研究主題 「自ら自然 に働 きかけ,子 ど もが主体 とな って 問題 を解決す る力を育て

る指導の工夫 」について,本 分科会で は,「 主体 とな って問題 を解決 する力 」をf自 分の見

方や考え方 を新 たにつ くりあげてい く力」 とと らえ,こ の力を育ててい くことに焦点 を当て,

研究 を進 める ことに した。

本研究で は,子 どもが 自分の見方や考え方をっ くりあげてい くためには 「事象 とのかかわ

り」 と 「人 とのかかわ り」の両者を共に深め ることが重要であ ると考 えた。特 に,「 主体的

に入 とかかわ る力」を育て るため に情報交換を取 り上 げ,そ の意義 を明確 に し,子 ど もが必

要感 を もって情 報交換をす るための指導の工夫を追究 した。

② 理科学習 における情報 交換の意義

子 どもの 自然認識の活動 は,既 存の見方や考え方 に基づいて 自然 に働 きか け,自 然か ら得

られ る情報 を獲得 し,そ れ に基づ いて新 しい見方や考え方を再構成 して い く過程 の連続で あ

る。 この過 程で,情 報交換を し,人 とかかわ ることによ って,他 の見方 や考 え方 にふれ るこ

とがで きる。その見方や考え方が共感的 な もので あ って も,あ るいは対立的な ものであ って

も,自 分以 外の人の見方や考 え方 にふれ る ことによ って 自然事象や 自分 自身に改 めて向 き合

うきっかけ とな り,新 たな活動へ とっなが って い く。っ ま り人 とのかかわ り(情 報交換)は,

自然 にフ ィー ドバ ックす る意欲 を呼 び起 こし,新 たな見方や考え方をっ くりあげて い く上で

の きっか けとなる と考え る。 ここに理科学 習における情報交換の大 きな意義があ ると考えた。

また,子 ど もが主体的 に人 とかかわ り,共 に 【理科学習における情報交換の意義】

学 び合 うこ とを通 じて,相 手 のよさを認 めた り,児 童Aの
新しい見方や考え方他者 と協調す るべ き時 と場合 があ ることを学 ん

児童Aのだ り し
,自 分の 見方 や考 え方 をつ くりあげてい 見方や考え方

こう とす る態度 が育っ と考えた。

このよ うに情 報交換 は,単 な る知識の共有化

の ための手段 と してで はな く,子 ど もの学 習意

欲 や学習 を通 して形成 され る社会性,情 意面 と 児童Bの

も関係 し見方 や考え方を再構成 して い く上で重 然 見方や考え方

要 な意 味を もっ ものであ ると考え る。 児童Bの

新しい見方や考え方2研究実践

分科会主題 に迫 るため に以下の2つ を視点 と し,研 究実践を行 った。

・問題解決 の学習過程の工夫

・学 びに対 す る共通の 目的意識を取 り入れ た指導の工夫

以下 に,第5学 年 「ものの とけ方 」の単元 による実践を取 り上 げ研究の概要を記す。
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(1)問 題解 決の過程の工夫

問題解決 の過程 と情報交換の意義

A

児

一

自

問 題 を 持 っ 試行す る 考察する 再 試 行 す る 再 考 察 す る

既有経験に
基づいた
見方や考え方

試行に
基づいた
見方や考え方

さらに
新しい
見方や考え方

百∠ ≧
1 薫…孟 毒孟 _④ 孟i意

然

お
振
り
返
り

≠歩 ＼ナ ≠歩 寺 斐 寸う

然
と
の

出

]
B

児

既有経験に
基づいた

見方や考え方

試行に
基づいた
見方や考え方

さらに
新しい

見方や考え方

一

問 題 を 持 っ 試行 する 考察す る 再 試 行 す る 再 考 察 す る
・

問題を持っ
場面での情報交換

試 行 す る
場面での情報交換

考察す る
場面での情報交換

再試行する
場面での情報交換

再考察する
場面での情報交換

児

童

・友達からいろいろな考え

方を知る。
・解決のヒントが分かる。
・問題意識を明確にする。

・実験方法や手順を知る。
・結果の比較を通して、

自分の実験の見直しが
できる。
・自分の試行に自信を持

つo

・自分の見方や考え方を

広め、深める場D
・物に還るきっかけとな

る場。

。実験方法や手頽を知る。
・結果の比較を通して、
自分の実験の見直しが
できる。
。自分の試行に自信を持

つo

・見方や考え方を広め、
深める場。

教

師

・追究可能なものに高める。
・共通な目的意識をつくる。
。他者の良さに気付くよう

にする。
・意欲を高める。
・自分の見方や考え方を意

識するよう促す。
・他の見方や考え方にふれ

るようにする。

・実験方法や手願を知ら

せる。
・結果の比較を通して、
自分の実験の見直しが
できるよう筋道を整理

する。

・他者の良さに気付くよ

うにする。
・自分の見方や考え方を

他と交流するよう助言
する。

・実験方法や手順を知ら

せる。
・結果の比較を通して、
自分の実験の見直しが
できるよう助言する。

・他者の良さに気付くよ

うにする。
・一般的な見方や考え方

に高めるようにする。

具
体
的
な
方
法

・短冊を見ながらの話し

合い。

・短冊を見ながらの話し

合い。

・短冊を見 なが らの話 し

合い。

〉☆ ワークシー ト

〉☆情 報 ボ ー ド

☆ ワークシー ト

☆ 情 報 ボ ー ド

子 ど もが主体 的に人 とかかわ り,生 き生 きと情報交換を行 うた めに,問 題解決の過程 は,

上の図の よ うに考 え ることがで きる。 この図の考え方 を生か して授業研究を行 った。

「ものの とけ方 」の,最 初の試行の場でA児 は 「溶 け方の違 いを調べ る」 とい う取 り組み

を した。 それ に対 して考察の場の情報交換で,「 溶 かす物の量 によ って時間 は変わ る」 「か

き混ぜ方 によ って時間は変わ る」などの意見が友達 か ら出され た。 これ によ り,A児 は条件

を統一す る ことの必要性 に気付 き,溶 け る時間よ り溶 け る量 を比べ た方が よいので はないか

と自分の考 え方 を改め,再 試行 を行 った。 そ して,物 によ って溶 け る量が異 なる とい う見方

や考 え方 がで きるよ うにな った。

また,考 察の場でrホ ウ酸 は溶 ける,溶 けない」 とい う点 で2っ の グループの意見が対立

した。話 し合 いの中で,正 確 に実験 して検証 したい とい う意識が生 まれ,水 の量,ホ ウ酸 の

量 な ど実 験の条 件 をそ ろえ て再試 行へ と進ん だ。 そ して,再 考察の場 にお いてホ ウ酸 は水

100m2あ た り約3g溶 け,そ れ以上 は溶 けな いという見方や考え方 に深め ることがで きた。
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② 学び に対す る共通 の 目的意識 を取 り入れ た指導 の工夫

情報 交換 が子 ど もにと って必要 感を伴 って行 われ るためには,学 習 集団の 中で 「共通 の

目的意識」が ある ことが重要で あ る。 「共通 の 目的意識」 とは,問 題 解決 を行 って い くとき

の全体の指針や基盤 となる もの である。本実践 にお いて は,「 もっとた くさん溶か してみよ

う」が最初の共通 の 目的意識 とな った。溶質 となるホウ酸をた くさん溶か そ うとい う共通 の

目的意識の もとに 「水 の温度 を変 えてみ る」 「水の量を増や してみ る」などそれぞれが明確

に自分の問題 を意識 し,見 通 しを もって学習 に取 り組む ことがで きた。また,共 通の 目的意

識を もって活動す る ことによ って,個 々の子 ど もが 自然か らっかむ問題 や実験 によ って得 ら

れ た結果,考 察が様 々であ って も,互 いを意識 し,友 達の考えや実験 に対 して も興味が向け

られ るよ うにな り,必 要感 を伴 った情報交換 が可能 になった。

実践の結果,「 共通 の 目的意識 」を取 り入 れた授業を展開 してい く上で,自 然 と十分 にか

かわ り,子 ど も一人一人が 問題 意識 を もっ とい うことと,一 人一人の問題意識 を 「共通の 目

的意識 」へ と練 り上 げて い く場 の工夫が大切 である ことが分か った。

自然 と十分 にかかわる場

子 ど もの 目的 ・目標の生 じる場

その ために教師 は

○ 自然の吟味 ・精選

・子 ど もの既有の見方や考え方 を揺 さぶ り考えが深 まってい くものかど うか。

・単元のね らいにそ った 「共通の 目的意識」をつ くり得 るものかど うか。

○ 自然 との 出会 いの工夫

○ 自然 と十分 にかかわ る時間の保障

本実践 にお いて第1次 の教材 と して,ホ ウ酸 を

水 に溶かす活動を取 り入れ た。 この活動を設定 し

た理 由は,溶 質で あるホウ酸が水 に対 して特徴的

な溶解の特性を もち,そ れ を溶 かす活動を通 して

子 ど もが様 々な問題意識 を もっで あろ うと考 えた

か らで ある。溶質の量や水の量 はあえて教師側で

設定せず,十 分 に子 ど もが操作で きる時間を と っ

た。子 ど もはホウ酸 を一見 自由気 ままに水 に溶か

して いるよ うに見え たが,一 つ一 つの活動をて い

ねい に見て い くと,こ れ までの物 を溶か した体験

亀
ぎ
罵

難 参9

み モホ

ー 誌/鵜 撫i夢 熱 一齢
1

鰍
、

や既有の見方や考え方 と照 らし合わせて活動 して いることが分か った。そ して,自 分の もっ

てい る見方や考え方 と目の前の現象 との間 に矛盾やずれ,ま た新 しい発見が生 じるこ とによ

り問題意識が生 まれて い った。 飲み物 に砂糖 を とか した生活経験を もっA児 は,「 物 は水

に際限な く溶 ける」 とい う見方や考え方を もって実験を行 った。そ して,食 塩 やホウ酸 はあ

る程度 は水 に溶 けて もそれ以上 は溶 けないとい う事実 に出会 った。 ここで既有 の見方や考え

㍉

譲

,悔
夢

霧

㌻

,

・暮

塾

ー
～

勤
識
蟻羅
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方 とのずれが生 じたことによ り 「物が水 に とける量 には限度が あるのだろ うか」 とい う新た

な問題 意識 が生 まれて きたので ある。 このA児 の例 のよ うに,自 然の事象に十分にかかわ る

場 を設けた ことで子 ど もは様 々な気付 きを得,問 題意識を もつ ことがで きた。

共通 の 目的意識へ と練 り上 げる場

一人一人の 目的 ・目標が明確 にな り,全 体の 目的 ・目標が生 じる場

そのために教 師は

○情報交換 の方法,情 報交換の形態の工夫をす る。

○活動 の時間を十分 に保障す る。

事象 か らとらえた事実を全体の場で話 し合 い,共 通の 目的意識へ と練 り上げてい くための

手だて と して,短 冊を使 って台紙 に整理 して い く方法 を とった。 ホウ酸を水 に溶 かす活 動の

後,一 人一人が色分 けされ た短冊(分 か った こと ・・水色,分 か らない こと … ピンク)

に気付い たことを一つずっ書 き,書 き終 わ った子 ど もか ら順 に台紙 にはって い くよ うに した。

その際,後 か らはる子 ど もは前 には った子 どもの短冊 を見て,内 容の近 い もの近 くに,内 容

の異 なる もの は遠 くには るよ うに した。 その結 果,子 どもたちの手 によって ホウ酸を水 に溶

かす活動か ら生 まれ た気付 きが観点 ごとに整理 されてい った。整理 された短冊を見なが ら気

付 いた ことや疑問 を出 し合 う場を設定 した。その中で,自 分 たちの気付 きの大 まか な傾向や

共通点,差 異点 に気付 き,さ らに新 たな疑問 も生 まれて きた。 その後,や ってみ たいことを

短冊 に書 いて整理 し,二 回 目の話 し合 いを もった。初めの短冊 と比べて二回 目の短冊 は観点

が絞 られ短冊 の数 も少な くな っていた。初めの話 し合 いによ って一人一入の もっ問題が他 と

のかかわ りの中で明確 にな り,焦 点化 して いったか らだ と考え る。

この話 し合 いの場 で,ホ ウ酸 は溶け るか溶けな

いか とい う議論が あ った。A児 はホウ酸 は溶 ける

とい う立場 で 発 言 し,し か し,た くさん溶 か す

と溶 けな くなる こともあ ると発表 した。話 し合い

を して い く中で,ギ ほ う酸 が溶 け るか ど うか確か

め た い」 とい う こと にな り,さ らに全体 と して

「もっとた くさん溶か してみよ う」 という共通の

目的意識 に練 り上 げ られてい った。

3ま とめ と今後 の課題

ア

た。

イ

子 ど もが学 びに対 して共通 の 目的意識を もっ ことで,情 報 交換 を活発 に行 うことがで き

問題解決 の過程 を見直 し,再 実験,再 試行を行 うことで,意 欲が高ま り,新 たな問題 が

生 まれ,子 どもの見方や考え方 に もよ り深 ま りが見 られた。

ウ 共通 の 目的意識を もたせ るため に短冊の整理 による話 し合い活動を取 り入れたが,そ の

他 に も多 くの手 だてを考えてい きた い。
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m第6学 年分科会

一
自分な りの考えを もてる子 どもを育 てる指導の工夫一 一

1研 究主題 につ いて

(1}研 究主題設定の理 由

子 ど もたちは,い ろいろな情報 を受 け入れ活用す る能 力を備えて いる。 また,物 事 に柔軟

に対応す る ことがで き,自 分 とは違 った考え方を受 け入れ ることもで きる。 しか し,学 習や

生活 の大事 な場面 で,自 分 の考 えを もって いないために人の考えに流 され た り,考 えを まと

め筋道 を立 てて話 せないために友達 との関係 を うま く保て なか った りす る場面 に接す ること

も多 い。 そ こで,第6学 年分科 会では,理 科学習 を通 して,自 然事象 との出会 いの場面を大

切に し,一 入一人が問題を発見 し,自 分でや らなければ な らない,自 分でや りたい とい う課

題 に高め,自 分な りの解決の方法を考え,実 験や観察,学 び合 いの場 を通 して 自分 な りの考

えを もっ ことがで きる児童を育てて いきたい と考えた。

自分 な りの考えを もって学習活動 に取 り組む ことので きる子 ど もは,自 ら自然 に働 きかけ

主体的 に問題 を解決 して い く力が育っ もの と考え た。

② 研究主題 のと らえかた

自分 な りの考えを もっ子 どもを育て るたあには,す べての活動について 「自分が」 「自分

分で一 とい う自己意識が働いてい ることが重要で ある。そのため,自 分 で物事 を決定す る意

思決定 の能力を養 うことが大切であ ると考えた。 よ りよ く生 きてい くためには,人 と適切に

かかわ る力が必要であ り,そ のため に も,意 思決定 の能力を身 に付け ることが大切で ある。

意思決定の能力が身 に付 き,自 分 なりの考えを もっ ことがで きる子 どもは,生 きた知識

経験を蓄え,自 分の行動 に自信 と責任を もっ ことがで きる と考え る。

理科学習 は,問 題解決 の活動が主 になる ことか ら意思決定 の場 を多 く盛 り込む ことがで き

る。問題解決 の方法 を考え る場,情 報 を判断す る場,再 試行の場,自 分 な りの課題を作 る場

で あ る。 問題解決 の能 力や態度には様 々な側面が考え られ るが,意 思決定 の能力 もその一つ

であ り子 ど もが身に付けてお きたい能力の一一っで あ ると考え,意 思決定の能力を経験や知識

情報を もとに,自 分の考えを論理的 に組み立て事象や行動 に対 する自分の考えや態度 を明確

にす ることと とらえ た。 これ らの経験 ・知識 ・情 報は独 立 して働 くので はな く,そ れぞれが

影響 しあ って判断 や行動 の基準 となる と考えた。

(3)明 らか に したい こと

一人一人 の児童が進ん で意思決定 を行 い,自 分な りの考えを もっよ うにす るための指導の

手 だて を探 る。

・意 思決 定が有効 に位置付 く学習過程 を探 る。

・進 んで意思決定を行 うための教 師の支援 の在 り方 を探 る。
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2実 践事例 「水 溶液の性質」(全14時 間扱 い)

意思決定が有効 に位 置付 く学 習過 程 と進んで意思決定を行 うための教 師の支援 の工夫

第1次

水溶液 を調べ る

(7)

溶 けてい る物 による大別

【解 決方 法の選択】

1 1
固桀羅 けた 気漿縫 けた

襟 離 けた
ii
1

溶けて いる物 によ って性 質が変わ る

【解決方法 の選 択】

《意思決定 に向けての留意事 項》

團
判断にかかわる支援

表現にかかわる支援

情報にかかわる支援

"図

生活の中で ものを溶か した経験や

食塩,ホ ウ酸 を溶か した経験,塩 酸や

水酸化 ナ トリウム水溶液で アル ミニ ウ

ムを溶 かす とい う経験 を想起 し,速 く

溶かす方 法を考えよ うに助言す る。

…

3lliilI・

1酸 性..ア ル カ リ性 レ ル ミニ ウム1鉄 岡
u iiis

…

蘭
(4)

金属を溶かす力 を もっと強 くしたい

アル ミニ ウムを もっと速 く溶かす には

ど うすればいいのだ ろうか

【解決方法 の選択】

温度を

上げる

濃度を

濃 くす

る

塩酸 と水酸

化 ナ トリウ

ム水溶液 を

混ぜてみ る

水溶液の

量を増や

す

細か く

す る

酸性の水溶液 とアルカ リ性 の水溶液 を混 ぜ合わ

せ ると性質が変わ る(中 和)

第3次

発展学習

(3)

疑問 に思 った ことや調 べてみ たいことに取 り組む

【学習課題及び活動方法の選択】

圃 溶ける速さ砒 べるには条件をそ

ろえて実験す る必要があ ることに気付

くよ うに,条 件を挙げ る。

(水溶液の量,ア ル ミニ ウム片の大 き

さ,水 溶液 の濃 さ)

図 塩酸にアルミニウムを溶かしたと

きのセ ッ トと同 じ物 を用意 し速 く溶 か

すための実 験 と同時に行 い比較 す るよ

う助言す る。

囮 希塩酸と水酸化ナ トリウム水溶液

を混ぜ合わせ る場合 は,同 量を入れ,

よ くか き混ぜてか ら金属を入れ るよう

助言す る。

圖 同じ実験をしている懸,異 なる

実験を して いる児童の間で情報交換が

活発に行 われ るよ うそれ ぞれの実験 の

よ さを認 め,広 め る。

圖 実験の結果が予想通りであ・

たかを大 き く取 り上 げ るので はな

く,正 確な実験 によ って結 果が得

られた ことを取 り上げ る。

匝]結 果の解釈について予想を振

り返 って 考 え る こ とを 助 言 す る。

囮 混ぜ合わせると鋸 が溶けな
か ったわ けを,そ れぞれの水溶液

に着 目 して話 し合 うよ う助言す る。
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(1}意 思決定が有効 に位置付 く学習過程 の工夫

分科会主題 に迫 るたあの一っの手 だて として,子 ど もたちが 自 ら意思決定 を行いなが ら学

習 を進 める ことがで きるよ うな場面 を学習過程 の中に意図的 に盛 り込む ことに した。意思決

定の積み重ねが,一 人一人 の子 どもに課題 や解決方法,活 動方法 な どを意識 させ ることにな

り,「 自分 な りの考 えを もて る子 ども」にっなが ると考えたか らであ る。

① 単元の導入 として,食 塩水,ホ ウ酸水,希 塩酸,炭 酸水の4種 類の水溶液 を提 示 し 「どれ

が どの水溶液 なのだろ うか」 とい う水溶液調べ を設定 した。 ここで用意 した水溶液 は,蒸 発

乾固 ・析 出 ・石灰水 との反応 な ど,子 どもが今 までの学習経験や生活経験を もとに解決方法

を考え,結 果 を導 くことが で きるもの と した。 この活動で は,一 人一人が 自分 で意思決定 し

なが ら学習 を進 め ることが で き,こ れが成就 感にっ なが って学習 に対す る意欲の高 まりが見

られ た。 また,こ こでの活 動か ら新 たな疑問が生 まれ,子 ど もたちが水溶液 に対す る様 々な

見方 ・考え方 を深 あてい くことに役立 った。

② 水溶液の仲 間分 けをす る場 面では,酸 性 ・中性 ・アルカ リ性 によって水溶液 を分類す る活

動 を設定 した。 ここでは,指 示薬 と して リ トマス紙 ・BTB溶 液 ・ムラサキキ ャベ ツの抽 出

液 の3種 類 を用意 した。一 人一人 に活動 の選択場面を設定 した ことで,一 人一 人が主体 的に

学習 に取 り組 む ことがで き,情 報交換 も活 発に行われ た。

③ 金属 を溶か す水溶液 を学 習す る場面で は,「 アル ミニウムを もっと速 く溶か したい」 とい

う子 どものr思 い」を課題 に高め,一 人 一人が解決方法,活 動方法を 自分な りに考え,意 思

決 定を行 いなが ら学習が進 め られ るよ うに した。 また,情 報交換をす る中で,「 塩酸 と水酸

化ナ トリウム水溶液を混ぜ合わせ るとアル ミニ ウムが速 く溶 けるよ うになると考えたの に,

逆 に溶 けな くな った」 とい うっぶや きを クラス全体へ広 げ,次 の課題で ある 「中和」へ と学

習の流 れを組 んだ。 この ように して,教 師側か ら与 えた課題で はな く子 ど も自身の意識の流

れや考えを もとに学習が進め られ るように した ことで,一 人一人が課題意識を もって意欲的

に実験 に取 り組む姿が見 られ た。

④ 単元の終わ りに発展学習を設 けた。 ここで は,自 分 の 「思い」の実現 や疑問の解決の ため,

自分な りの方法で実験 し,結 果 を整理 した り発表 した りす る活動 を通 して,意 思決定 の能力

を総合的 に育成 したい と考え た。

(2)進 んで意思決定 を行 うための教師 の支援

子 ど もが意思決定 を行 う時 に必要 な能力 と して,判 断す る力 ・表現す る力 ・情 報を活 用す

る力を挙 げ,そ れ ぞれ を次の よ うに とらえ た。

判断す る力:出 会 った事象か ら課題 をつ くり自分の考え を生か して追究す ることがで きる。

表現す る力:得 た知識 や考 えを整理 し,自 分 の言葉で説明す ることがで きる。

情報を活用す る力:情 報 を取捨選択 し,自 分 の考え に生かす ことがで きる。

「アル ミニ ウムを もっと速 く溶 か したい」 とい う思 いを課題 と して取 り上げ,速 く溶 かす

方法を考え た。子 ど もたちは,ア ル ミニウムが希塩酸 に も水酸化ナ トリウムに も溶 け ること

か ら二つの水溶液 を混ぜ合 わせ る方法 を考 え る。 しか し,予 想 に反 して溶けない とい う結果

が得 られ る。 そ こで,な ぜ溶 けないのだろ うとい う新た な疑問 にっいて全体で話 し合い,中

和の見方や考え方 にっなげて いけ るので はないかと考え た。
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〈判断 の場〉 アル ミニ ウムを速 く溶かす方法を考え るとき,食 塩やホウ酸 を溶 か した経験 や生

活の 中で物 を溶 か した経験を想起す るよ う助言 した。 この ことによ り,実 験の方法が 思い付

か なか った子 ども も自分で方法を考え ることがで きた。 また,ア ル ミニ ウムを溶 かす水 溶液

にっいて再 確認す るこ とによ って希塩酸 と水酸化 ナ トリウム水溶液を混ぜ合わせ ると速 く溶

かす ことがで きるので はないか とい う考え方が多 く出され た。混ぜ合わせ は中和 にっなげ る

大切 な場面であ るので よ り多 くの実験 デー タを得 て全体 の話 し合 いに もって い くとい う意味

において も金属を溶 かす水溶液 を想起 させ る ことが大切で あ った。

〈情報 交換 の場〉 自分 とは違 う方法で 実験 を して いる子 ど もとの情報 交換 も活発 に行 うよ う

助言 した。 これ によ り,よ り多 くの子 どもが塩 酸 と水酸化 ナ トリウムを混ぜ た水溶液 には金

属が溶 けない とい う事 実を と らえ ることがで きた。混ぜ合わせを行 ったグループは,金 属が

溶 けなか った ことか ら自分の実験が失敗 したので はないか とい う不安 を もった。 ここで は,

正確 な実験 を行 って結果が得 られた こ とを賞賛す ることが大切であ る。実 験結 果か ら溶 けな

か った理由を考え るとき,リ トマス試験紙 などを用 いて性質を調べた実験を想起す るよ う助

言 した。

〈表現の場〉 自分の予想 と比 べて結果 が どうで あ ったか,予 想 と違 った結果が 出た場合 にはど

うして その よ うな結果 が得 られたかにっいて 自分 な りの考 えを発表す るよ う助言 した。他 の

実験を行 った子 どもに も分か るように,実 験を した具体物 を示 しなが ら発表 す るよ う助言 し

た。

(速 く溶 かす方法の発表例)(実 験後の発表例)

薄い塩 酸 と水酸化 ナ トリウ

ム水溶液を混ぜ合わせ る と,

強 い物 と強 い物が一緒 にな る

か らさ らに強 くな ると思 う。

⇒

さ らに強 くなる と思 ったけど全 く溶けなか った。

酸性 とアルカ リ性 は全 く違 う性質で,混 ぜ合わせた

液 が酸性 とアルカ リ性 のまん 中にあるのが 中性だか ら

混 ぜ ると中性 にな ると思 う。前 の実験で 中性 の食塩 に

はアル ミが溶けなか ったか ら。

【結果 と考察 】混ぜ合わせの実験を行 った子 ど もは,結 果のみを見て実験が失 敗であ った と考

え る場合 があ る。条件をそ ろえて正確 な実験で あ ったこ とを賞賛す ることによ って,次 の課

題 であ る溶 けなか った理 由を考 える意欲がわ いて くる。子 ど もた ちは自分な りの考えで学 習

を進めたい とい う意識 は もって い る。 しか し,ど の よ うな事象 に目を向 ければ よいのか,ど

の よ うに自分の考え をま とめればよいのか,自 分 の考 えが 間違 って いるので はな いか などの

不安 ももって い る。教 師はそのよ うな子 どもたちの内に潜んでいる不安 や考えを 引 き出 し,

事実 を認 め,自 分 の考 えを修正 してい くよ う励 ま してい くことが大切 であ る。

3ま とめ と今後 の課 題

ア 学 習過程 に活動の選択の場 や情報交換の場を設定す ることで、子 ど もが 自分の意思で判

断行動 し、意欲的 に学習す るよ うにな った。

イ 子 どもが適切 に意思決定す るため、判断 や表現、情報処理 に関係す る支援を重視 し、認

め励 ますな どを行 うことによ って 自分 の考 えを もって活動で きるようにな った。

ウ 子 どもの意思決定の能力 は、授業 におけ る教師の意思決定(学 習の方向付 け,情 報提供

の内容 ・適時性 など)と 深 く関係 して お り、教師の資質 向上 を図 るこ とが大切で ある。
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